
平成２９年第６回鹿角市議会定例会 一般質問 

 

□質問順位及び質問所要時間 
９月１１日（月）午前１０時～  １ 児 玉 政 明 議員 （６０分） 

   ２ 田 中 孝 一 議員 （６０分） 

   ３ 安 保 誠一郎 議員 （６０分） 

   ４ 金 澤 大 輔 議員 （６０分） 

９月１２日（火）午前１０時～  ５ 成 田 哲 男 議員 （６０分） 

   ６ 戸 田 芳 孝 議員 （６０分） 

   ７ 兎 澤 祐 一 議員 （６０分）                               

 

□質問時間割当表 

10:00   11:00 11:10   12:10       13:00    14:00 14:10   15:10 

９月１１日（月） 
児玉政明 

（60 分） 

休

憩

10

分

間 

田中孝一 

(60 分) 
休 憩 

安保誠一郎 

(60 分) 

休

憩

10

分

間 

金澤大輔 

(60 分) 

 

 

 
10:00   11:00 11:10  12:10      13:00    14:00  

９月１２日（火） 
成田哲男 

（60 分） 

休

憩

10

分

間 

戸田芳孝 

(60 分) 
休 憩 

兎澤祐一 

(60 分) 

休

憩

10

分

間 

 

休

憩

10

分

間 

 



平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 児玉 政明 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 市長の市政運営について 

  

 

 

 

 

 

２ 危機管理、災害対策について 

（１）北朝鮮のミサイル発射につい

て 

↓ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自然災害時における被害の情

報収集について 

↓ 

↓ 

 

① ４期目となる今後の４年間において、最優先課題をどのように捉え、市長選挙で掲げた５つの戦略

をどのように取り組み、実現させていくのか伺う。 

 

② 「市民から、移住者から、企業から選ばれるまち」を目指すとあるが、鹿角市が選ばれるためには

どのような活動を展開するのか伺う。 

 

 

 

① 北朝鮮のミサイル発射について市長の見解と、本市のメール配信のトラブルの原因について伺う。 

 

② Ｊアラートで伝えられた内容は、「頑丈な建物や地下に避難してください」と伝えられたが、本市

では具体的にどのような場所に避難しなければいけないのか伺う。 

 

③ ミサイルの発射情報を入手できないまま、屋外等で作業をしていた人に対し、市民を保護する観点

から何かしらの緊急情報の発信が必要と思うが、時間的に余裕がない場合においての効果的な情報伝

達を伺う。 

 

 

① ７月 22 日、23 日の大雨被害について、消防署ではメールを利用して土砂崩れ等の被害の情報収集

をしたが、寄せられた件数と主な内容、メールを利用したことによりどのような成果があったか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 児玉 政明 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

３ 公共施設の有効利用とネーミン

グライツについて 

（１）大学との共動による公共施設

の有効利用について 

 

 

（２）公共施設のネーミングライツ

について 

 

 

４ スポーツツーリズムの推進につ

いて 

 

 

 

５ スポーツ合宿補助事業について 

 

 

 

 

 

６ 全国規模のスキー大会に向けた

準備について 

 

 

 

 

① 庁舎内等の空きスペースに大学の連携窓口を設置し、学生の調査研究のためのフィールドやオフィ

スの提供と、空き校舎等を利用し大学のキャンパスにするなど、大学生の拠点づくりを進め、本市に

大学生が学び集う取り組みができないか伺う。 

 

① スポーツ施設を初めとする公共施設に、ネーミングライツを導入することはできないか伺う。 

 

 

 

① 本市の自然環境や気候、立地を最大限活用したスポーツのイベントや大会、関連プログラム等を開

発・展開し、新たな観光サービスの創出や顧客を獲得して地域の活性化につなげる取り組みができな

いか伺う。 

 

 

① ここ数年のスポーツ合宿補助事業の利用状況を伺う。 

 

② アルパスの宿泊施設の部屋を改装し、宿泊定員の増加を図りながら、より多くの方が泊まれるよう

にして交流人口の拡大ができないか伺う。 

 

 

① 今年度から連続開催される全国規模のスキー大会に向け、花輪スキー場のアルペン、ジャンプ、ク

ロスカントリーの各コース環境やアルパス施設等で、改修工事や施設整備といった事業の計画はある

か伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 児玉 政明 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

７ 東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会のホストタウンにつ

いて 

  

 

① ホストタウン登録によるハンガリー国との交流の計画と内容を伺う。 

 

② 国の支援として、ホストタウン事業で活用する施設のバリアフリー、ユニバーサルデザイン化や案

内等の多言語化、事前合宿に活用するスポーツ施設の改修、国際競技連盟基準に適合させるための改

修等ができるとしているが、実施する予定があるか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 田中 孝一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
１ 国立公園満喫プロジェクト事業

について 
 （１）調査段階での今後の方向性
について 

 
 
２ 世界遺産登録に伴う観光受け入
れ体制の整備について 

 （１）ユネスコ遺産登録に伴う、 観
光協会、物産協会、商工会などの

体制強化について 
 
 
 
 
（２）大湯ストーンサークル、ボラ
ンティアガイドの養成、タクシー案
内等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
① 十和田八幡平国立公園は、昨年国立公園の地域指定が 60 周年、80 周年の節目の年を迎えるととも
に、環境省において「国立公園満喫プロジェクト」の対象地域となったが、今後国とどのように連携
して環境整備を行っていくのか、市としての考えについて伺う。 

 
 
 
① 本市の観光面では、平成 19 年に近代化産業遺産に「史跡尾去沢鉱山」が、平成 21 年にユネスコ無
形文化遺産に「大日堂舞楽」がそれぞれ登録されており、昨年は日本三大ばやしの一つである「花輪

ばやし」が花輪祭の屋台行事として全国 32 の行事とともに「山・鉾・屋台行事」という名称でユネ
スコ無形文化遺産に登録され、本市は２件を有する国内でも例をみない地域となり、観光の地域資源
として、活用する必要があり、観光協会、物産協会、商工会等の体制強化が重要と思われるが、市と
しての今後の連携した取り組みについて伺う。 

 
① 北海道・北東北の縄文遺跡群として世界遺産登録を目指している大湯ストーンサークルが今後の登
録に向けた観光案内等のボランティアガイドの養成、タクシー案内等が必要と思うが市としての考え
を伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 田中 孝一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
３ 人口減少問題について 

 （１）移住、定住について 
 
 
 
 
 （２）人口減を見据えた行政運営
について 

 
 

 （３）全都市住みよさランキング
について 

 
 
 
４ 少子化対策について 
 （１）婚活支援について 
 

 
  
（２）婚活支援組織について 

 

 
 

① 人口減少問題として、全国的に移住、定住が進められており、それぞれ地域の特徴を持って情報を
発信して取り込みの拡大をしているが、それには相談窓口、仕事、住まいや、子育て支援、医療環境
の充実等、移住者が求める多様な要件があると思われる。何を重点的に情報発信して、拡大をしてい
くのか市としての考えを伺う。 

 
① 出生数よりも死亡数の方が多く継続していく時期となって、働く人が足りない、経済力が低下する
等、きしみが顕在化するのではと言われている。今後の施策として本市の地域特性を生かした行政運
営を、何を重点的に施策としていくのか市としての考えについて伺う。 

 

① 住みよさランキング５つの調査指標(安心度・利便度・快適度・富裕度・住居水準充実度)で、秋田
県では 13 市の中で大仙市が１位の県内最高として当市は 12 位となっている。調査指標を検討して上
位を目指すことにより、人口減少対策になると思うが市としてどのように施策対応していくのか伺
う。 

 
 
① 出会い応援事業として、意識啓発、イベント開催補助、結婚サポーター活動支援等、結婚を望んで
いる独身男女の出会い・結婚支援の充実等を推進しているが、参加者の事業実施後の反応をどのよう

に感じているのか。また、さらに支援拡大をしていく必要があると思うが市の考えについて伺う。 
 
① 若い男女の成婚に向けた、ボランティアによる団体組織支援活動が必要と思うが、婚活支援団体組
織について、市の考えについて伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 田中 孝一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
５ 空き家対策について 

 （１）空き家の再利用について 
 
 
 
（２） 所有者との交渉で難航して
いる事案について 

 
６ 健康いきいき長寿社会の実現に
ついて 

（１）豊かなシニア社会について 
 
 
 
（２）高齢者の安心を支える福祉サ
ービスの充実について 

 
（３）平均寿命県内ワースト脱却に

ついて 
 
 
７ 民間住宅リフォーム支援事業に
ついて 

 
 
 

 
 

① 地域の状況をみても、一人暮らし世帯が多く、年々空き家については増加傾向にあると思うが、現
在の状況の中で、地域の環境や安全性を考えた場合にどのような状況にあるのか。また、現状の中で、
再利用の希望者があるのか伺う。 

 
① 再利用を希望する物件を必要とした場合に、所有者との交渉で難航している事案があるのか伺う。 
 
 
 
 

① 今後、団塊世代が後期高齢者年齢を迎えることによって若年層の人口が少なく、高齢者を支える負
担が多くなり総体的に大変な状況が予想されると思うが、市として豊かなシニア社会の実現対策をど
のようにしていくのか伺う。 

 
① 一人暮らしの高齢者や要援護者を地域全体で支える取り組みを進めるとしているが、各自治会その
ものも高齢化により厳しい状況の中でどのような施策を講じていくのか伺う。 

 
① 本市は県内25市町村で、男女とも最も平均寿命が短く健康づくりが大きな課題とされ、生活習慣改

善の意識向上で健康寿命を図る必要があると思うが、市としてどのように考えているのか伺う。 
 
 
① 市内経済の活性化と市民の居住環境の質の向上を図るため、市内業者を活用して増改築、リフォー
ム費用の一部を支援するとしているが、これまでの支援実績の経緯、また、今後も支援継続するのか
伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 田中 孝一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
８ 生活困窮者自立支援について 

 
 
 

 
９ 集落支援活動事業について 
  

 
① 生活全般にわたる困りごとの相談窓口が設置されており、自立支援、就労準備支援、家計相談支援、

生活困窮世帯の子供の学習支援等があるが、本市の相談内容や相談者の相談後の状況はどのようにな
っているのか伺う。 

 
 
① 今年度新たな取り組みとして集落支援活動事業を実施しているが、今後はますます少子高齢化によ
り集落支援は重要と思われる。職員を増員した中で、地域担当制を設けながら活動支援を充実させる
必要があると思うが市としての考えを伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 安保 誠一郎 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 花輪ばやしについて 

（１）今後の支援対策とネームバリ

ューの活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 児玉市政４期目の市政運営につ

いて 

 （１）取り組み姿勢について 

 

 

 

 

 （２）職員の配属について 

 

 

３ コンパクトシティについて 

 

 

① 今年の花輪ばやしは、ユネスコ登録後最初の開催とあって、過去最多の26万人という観客動員数を

記録した。このことから将来に対する期待が高まっているが、観光資源としての今後の支援対策を伺

う。 

 

② 鹿角市の代名詞となった花輪ばやしと鹿角名産品をコラボさせた鹿角ブランド品の創出の考えは

ないか伺う。 

 

③ 2020年の東京オリンピックの開会式において、花輪ばやしを含むユネスコ無形文化遺産（33団体）

を日本の伝統芸能として世界にアピールする考えはないか伺う。 

 

 

 

① ３期目の反省点は何か。それを改善・是正し、さらに発展させるため、どのように取り組んでいく

のか所見を伺う。 

 

② 集大成としての４期目は王道で取り組みを進めるのか、覇道で進めるのか所見を伺う。 

 

① 職員の公務員としての規範意識の向上と士気高揚を図るため、適材適所・専門性・継続性を考慮し

た配置の考えはないのか伺う。 

 

① 人口減少は、一朝一夕に解決できる問題ではなく、費用対効果も考慮しながら地道に取り組んでい

くしかないが、鹿角市としては結婚出産を促す「自然増」と移住定住を促す「社会増」とでは、どち

らに重きを置いて施策を推進していくのか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 安保 誠一郎 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

  

② 人口減少下において、他地域との連携強化、交流人口の増加、物流の増大を図るための基本戦略と

して、国土交通省が掲げる「国土のグランドデザイン2050」の中のコンパクトシティの形成について、

どのように受け止めているのか伺う。 

 

③ コンパクトシティ構想への構築においては、周辺自治体との連携も考えられるが所見を伺う。 

 

④ 「グランドデザイン2050」では、コンパクトシティとともに集落単位の「小さな拠点」づくりの推

進も唱えている。散在する集落の福祉や交通など、日々の生活機能の集約・確保には、進めていく上

でさまざまな課題があると思われるが、鹿角市の現状について、メリット及びデメリットをあわせて

伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 金澤 大輔 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ シティプロモーションについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ キャリア教育について 

 

 

３ 移住について 

 

 

 

４ 少子化と婚活について 

 

 

 

５ 広報について 

 

① 本市のＰＲ・誘客手段として、音楽フェスの誘致に取り組む考えはないか伺う。 

 

② シティプロモーション事業で既存のイベント誘致活動を支援できないか伺う。 

 

③ 認知度が高まってきている「鹿角ホルモン」による誘客を考えられないか伺う。 

 

④ 著名人を「観光大使」等に委嘱し、これまで以上に直接的で発信力のあるＰＲを行う考えはないか

伺う。 

 

⑤ 本市出身の大学生等に本市の宣伝・物販を担ってもらう仕組みを考えられないか伺う。 

 

① 本市が抱える課題や魅力素材等をテーマにした活性化プランコンテストに取り組む考えはないか

伺う。 

 

① 移住の取り組み状況と今後の課題について伺う。 

 

② 移住者による継業を意識した取り組みを展開できないか伺う。 

 

① 行政主催による安心感や信頼感を生かした婚活支援を積極的に行えないか伺う。 

 

② 結婚・子育てローン制度の利用対象者と周知方法等について伺う。 

 

① 今以上に市民が関心を寄せることができる手法で行政情報等を発信できないか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 金澤 大輔 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

６ ヘルプカード普及促進について 

 

 

① ヘルプカードの導入を積極的に検討できないか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 成田 哲男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ テレフォン病院24事業について 

 

 

 

 

 

２ 地域コミュニティの維持と活性

化について 

 

 

 

 

３ 地域公共交通の確保について 

 

４ 有害鳥獣対策について 

 

 

５ 城山野球場の整備について 

 

６ 上水道の安定供給について 

（１）十和田地区の水量調整につい

て 

 

① 今年５月より開始しているが、具体的な体制について伺う。 

 

② 市民の利用状況について伺う。 

 

③ 休日、夜間の救急外来は抑制されているか。開業医などの医療資源の活用はどのような状況か伺う。 

 

① 集落支援員による５つの自治会での状況調査等が完了したようだが、どのような状況か伺う。 

 

② その結果について各自治会に対し、現状や将来への助言はどのようなものか伺う。 

 

③ みらい輝く人材育成事業の内容について伺う。 

 

① 今年度公共交通再編実施計画を策定する予定だが、その内容について伺う。 

 

① 今年は熊の目撃情報が多く、果樹や農作物の被害も出ている。人里との緩衝地帯を作るとか下草刈

りなどを試験的に行うことはできないか伺う。 

 

① 城山野球場のスコアボードをＢＳＯ順表示にできないか伺う。 

 

 

① 今年は節水を求める日が多くあるが、調整しなければならない原因は何か伺う。 

 

② 安心して供給できるための対策について伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 成田 哲男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 

 

７ かづの観光物産公社の地域ＤＭ

Ｏについて 

 

 

８ 学校教育の充実について 

 （１）全国学力調査について 

 

 

 （２）教職員の勤務体制について 

 

 

③ 給食センターが開設した場合も対応可能な手段は検討されているか伺う。 

 

① 現在登録申請手続きを進めているとのことだが、登録によるメリットは何か伺う。 

 

② 広域ＤＭＯと比較した場合、違いはあるのか伺う。 

 

 

① 全国学力調査で本県がトップ級となった。新聞を読む習慣があり、また、部活も一定の時間までな

ら成績の向上がみられるとの分析がされた。市としてどのような考えか伺う。 

 

① ８月末に中教審の教員の働き方改革提言があった。本市における教職員の勤務状況はどうか伺う。 
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順位 6 質問者 戸田 芳孝 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 人口減少問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コンプライアンスについて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 内部告発問題について 

（１）大湯ストーンサークル館の会

計処理の問題について 

 

 

① 本市の人口減少をどう捉えているのか。また、人口減少から派生する課題とそれに対する考え方を

伺う。 

 

② 本市が目指す将来人口（2020年→３万人台確保、2060年→２万人台確保）について、その目標値を

どのようにして算出したのか。また、その達成の見通しと根拠について伺う。 

 

③ 本市の人口減少を抑制するための戦略は何か。また、目標を達成するための具体的な施策とその進

捗状況について伺う。 

 

④ 本市の人口減少対策をさらに進めるためには、人口問題のみに特化した専門部署（ＰＴ）を新設し、

より戦略的な企業誘致の推進が効果的であると考えるが市長の所見を伺う。 

 

① 本市のコンプライアンス推進体制は、どのように構築されているのか伺う。 

 

② 本市のコンプライアンスを推進するために策定されたアクションプランには、どのような内容が盛

り込まれているのか。また、それを全職員が理解し実践しているのか伺う。 

 

③ 本市のコンプライアンス教育について、誰がどのような方法で実施しているのか。また、その内容

と受講率について伺う。 

 

 

① 大湯ストーンサークル館で保管されていたグッズなどの過去の収入の内訳と、そのお金をいつどの

ように処理したのか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 6 質問者 戸田 芳孝 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

（２）大湯環状列石の維持管理業務

に係る不適切な事務処理につい

て 

 

 

 

 

４ 大湯環状列石の世界遺産登録推

進について 

 

５ 大湯ストーンサークル敷地内の

安全対策について 

 

 

① 芝刈り作業と樹木薬剤散布費用の単価について、なぜ例年よりも高い価格で設定したのか。また、

入札において、なぜ例年より高い金額で落札されたのか。それぞれ考えられる理由もしくは原因につ

いて伺う。 

 

② 当該設計書において、例年の単価に歩掛（回数、本数）を正しく反映させた場合の設計金額はいく

らになるのか。また、その金額と比較した場合の差額（過大支出額）はいくらになるのか伺う。 

 

① 大湯ストーンサークル館の館長及び他の職員（学芸員３名（平成27年度当時））について、世界遺

産登録を推進するにあたり、どのようにかかわり、どのような活動をされてきたのか伺う。 

 

① 史跡の熊に対する安全対策をどのように考えているのか。また、史跡の見学再開はいつごろになる

ものか伺う。 
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順位 7 質問者 兎澤 祐一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 災害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 高齢者の安心を築く対策につい

て 

 

 

 

① 鹿角市における災害発生後の検証及び次にどのように反映しているのか伺う。 

 

② 現在、災害発生後の対応については、きめ細かく準備しているが、事前防災行動計画（タイムライ

ン防災）を取り入れて、事前の防災行動や被害の最小化を実現していくことが大切と考えるがいかが

か。 

 

③ タイムライン防災の行動計画を各自治体ごとに作成していくことによって、いざというときの避難

の認識が共有できると考えるがいかがか。 

 

④ 災害時における避難所や病院等でのお湯等飲料の確保のための災害協定はできないか伺う。 

 

⑤ 避難等での要援護者に対する対策の現状について伺う。（具体的な避難計画等はできているか） 

 

⑥ 水害時の流木に対する対策は万全なのか。また、パトロールは定期的に行われているのか伺う。 

 

① 増加が見込まれる慢性期の医療介護ニーズに対応する「介護医療院」設置についての今後の対策に

ついて伺う。 

 

② 育児をしながら親の介護に直面するダブルケアなど、制度の隙間に置かれて支援の手が行き届きに

くい方を支えるための政策や、地域福祉計画の策定等どのように進めていくか伺う。 

 

③ 高齢者と障がい者が同一事業所でサービスを受けやすくするため、介護保険と障害福祉の両方の制

度に、新たに「共生型サービス」を位置づけているが、今後の対応について伺う。 
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順位 7 質問者 兎澤 祐一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 

 

３ 認知症対策について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 健康ポイント制度について 

 

 

 

 

 

 

 

５ 要保護、準要保護児童生徒の援

助について 

 

 

 

６ 教員の過酷勤務の改善について 

 

④ 新たに年金を受け取ることができる方に対する対応について伺う。 

 

① 「認知症初期集中支援チーム」の設置の状況について、電話相談等何件ぐらいの対応をしているも

のか伺う。 

 

② 精神科の医療機関がない本市では、認知症の認定をどのように行っているか伺う。 

 

③ 今後急増することが予想される認知症の高齢者を、地域のかかりつけ医が支援ソフトを活用して早

期に診断、早期治療に結びつけることができないか伺う。 

 

① 鹿角市では平成26年度まで健康ポイント事業を行っていたが、中止した経緯と判断について、また、

当時の利用者の参加状況について伺う。 

 

② 現在、全国約400の自治体で、いろいろな形で健康ポイント事業が展開されている。健康増進を促

すこうしたポイント制度を本市でも再開できないか伺う。 

 

③ 医療費の抑制に対する効果も十分に期待できるポイント制度について、どのように考えるか伺う。 

 

① 本市での要保護児童生徒と準要保護児童生徒の人数はどのようになっているか伺う。 

 

② 就学援助における「ランドセル等新入学児童生徒学用品」の入学前支給を可能にする対策について

伺う。 

 

① 教員の置かれている現状をどのように捉えているか伺う。 
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平成２９年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 7 質問者 兎澤 祐一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 

 

 

 

７ 児童虐待について 

 

 

② 勤務時間短縮に向けた取り組みとして、部活動の適切な練習時間や実効性のある休養日設置の必要

性、また、外部の人材確保による軽減、校務・事務への統合型校務システムの導入など考えられない

か伺う。 

 

① 本市における児童虐待の現状について伺う。 

 

② 社会で支える仕組みの一層の強化が必要と考えるがいかがか。 

 

③ 今後も増加する傾向にあるこの問題に、関係者が総力を挙げて取り組む必要があると考えるがいか

がか。 

 

 

№3 



 

 


